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事例 ③

千葉伝統郷土料理研究会の太巻き祭りずしの保護・継承
活動は、研究会の設立人である龍崎英子氏が、県外から移
り住み、農家の女性が作っていた太巻き祭りずしの造形の
おもしろさ、斬新さ、そしてレシピがなく、全て作り手の
頭の中に入っていることに驚き、これを残そうと地道な調
査活動を開始したことが始まりです。
研究会では、保護・継承する食文化を掘り起すにあたっ

て、古くからの歴史を調べ、何がどのように残ってきたの
かを調査しています。昔から “ 江戸の台所 ” として、米や
野菜を首都圏に供給してきた千葉県ですが、研究会では、
江戸時代から何百年も残ってきたものには意味があると考
え、その理由を分析しながら次世代に残そうと活動をして
います。 太巻き祭りずし

提供：千葉伝統郷土料理研究会

事例 ④

1991 年に農山漁村文化協会から出版された日本食生活全集第 25 巻「聞き書・滋賀の食事」の編集者・
執筆者を中心に「滋賀の食事文化研究会」が発足しました。当初メンバーは、民俗学に精通していた
故橋本鉄男先生を中心に、県の関係者、栄養士、教員など多様な有識者で構成されていました。それ
ぞれの分野で蓄積した知見を共有し、様々な視点からその方針を議論して調査を進めてきました。
活動が始まった当初は滋賀県から調査を依頼されたこともあり、調査手法・設計は滋賀県の教育委

員会が提供してくれたものを使用していました。多岐にわたる項目でしたが、少しずつ丁寧に聞き取
りをすることで滋賀県全域の食文化を調査していきました。
聞き取りを重ねていくうちに、調査の際には、発言に偏りがないように、また曖昧な記憶での発言

を避けるため、一度に複数の方にヒアリングをすることで、より正確な調査ができるようになりまし
た。また、効率的に精度の高い調査を実施するためには同じ対象に、複数回に分けて丁寧に聞くこと
です。その際重要なのは、会話が脱線しないように、各調査で聞くべき範囲と、回答する年代や条件
を決めておくことです。聞き取り調査の前にはメンバーで会議をして、これらの意識を共有しておく
ようにしています。
これらの調査結果は、書籍として出版されており、滋賀県の食文化を多くの方に知っていただくツー

ルとして研究会の保護・継承活動に生かされています。加えて、県内大学で滋賀県の伝統野菜の成分
を科学的に分析し、その結果を、今後の食材の保護・継承活動に活用する準備をしています。

聞き取り調査の様子

提供：滋賀の食事文化研究会
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（２）  学校教育・給食

学校では、教科、給食をはじめとする特別活動、総合的な学習の時間に食文化をはじめとする食に

関する教育指導が行われます。地域の食材に関する農業体験、伝統料理や郷土料理の調理実習や給食

献立などは子どもたちが食文化に触れて、考えて、理解する絶好の機会となり、子どもたちが早い段

階から興味・関心をもって学ぶことができます。

１  教育委員会、学校のニーズに対応する

学校教育での食育の取組は、地域や学校によって様々なので、現場の先生とのコミュニケーション

が重要です。また、学校や都道府県市町村の教育委員会との連携・協力にあたっては、都道府県や市

町村の食文化や食育の担当部署が学校との仲介や紹介をしていることも少なくありません。相談をし

てみるとよいでしょう。

２  食を身近に感じてもらえるようにする

地域の伝統料理を知ったり食したりすることに加え、食材が作られている場所や、作っている人を

知り、実際に生産や加工に携わるようすれば、子どもたちの食文化への知識や関心は一層深まります。

３ ストーリー性を意識する

子どもたちの場合に限りませんが、食文化への興味や関心を高めるためには、伝える内容を一年の

暦に合わせたり、肉や魚介類や農作物が食材となるまでを併せて伝えたりするなど、内容にストーリー

性を持たせると効果的です。また、地域特有の文化、土壌風土による食材の違いや行事食の背景を併

せて伝えると、地域社会や日常生活とのつながりが実感できるため、体験したことを身近に感じるこ

とができます。また、食材について、農業体験で生産から携わり、併せて、歴史的背景を伝えること

で子どもたちの理解がさらに深まります。

農林水産省では、農業や食文化に関する体験活動をより多くの学校で実施していただけるよう、教
科学習に関連づけて農業や食文化を学ぶことができる教材を作成しました。教材には、12 種類のワー
クシートがあり、農業や食文化について学習ができるほか、紙面にキャラクターを登場させたり、漢
字さがしクイズなどもあり、児童が意欲的に取り組める楽しい紙面となっており、多くの学校の授業
の中で幅広く活用することが出来ます。

（児童用ワークシート）（教諭用解説書）
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事例 ①

飯綱町食育推進グループ「だんどりの会」は、食育基本法の施行を受けて、学校での食育活動の推
進を始めた飯綱町の要望で、地元の学校と共同して、小学生を中心に食育指導をするようになりまし
た。学校で行う教育ファームでは、会員が講師となり、普段何気なく口にしているひとつひとつの食
材が、種まきから収穫まで、どのように栽培され、食べられているか、つまり、“ いただきますの向
こう側 ” の大切さを教え伝えています。子どもたちが米一粒の大切さを理解し、給食に出される食材
に関心を持つなどの効果が現れています。
また、稲づくり暦と共にある「食べ暦」も、子どもたちには人気です。平成 25 年度は「米」をテー

マとし、農作業の段階からだんどりの会が協力をし、その農作業にあわせて食べられていた料理を指
導し食べました。例えば、田植えの際に食べられていた、「きなこむすび」は、きなこの黄色を米の
花や花粉、収穫期の黄金色に見立てたもので、豊作の願いが込められています。子どもたちが、四季折々
のイベントを体験して、その季節のものを食べ、こうした歴史的背景を学ぶことで、一年間を通じた
地域の食文化への理解が深まっています。

平成 25 年度の教育ファームでのイベント例

月 イベント 行事 食べた物

5月 田植え 田植え煮物
きなこむすび

8月 カカシづくり
イネの花の観察 しそジュース

9月 お月見会 お月見 小豆の煮ぶかし
ススキの箸でいただく

11月 郷土食をつくってみよう カカシあげ 新嘗祭にちなみ羽釜で米を炊く

1月 道祖神ともめんだまづくり 小正月 小豆粥
もめんだま

2月 節分の行事 節分 麦ごはん
芋汁、めざし、炒り豆

教育ファームでの田植えと稲刈の様子

提供：飯綱町

事例 ②

千葉伝統郷土料理研究会は、保育園、小中学校、特殊学校、福祉施設などで、管理栄養士、栄養士、
調理師に対する技術指導を継続的に実施しており、各施設での太巻き祭りずしの提供を実現していま
す。昭和 58 年に、千葉県八千代市の学校の栄養士により、給食で提供されたことがきっかけとなり、
学校保健課が、年に数回提供される「お楽しみ給食」として学校給食に太巻き祭りずしを取り入れま
した。その後、食育の教材など、様々な場面で太巻きまつりずしが取り上げられています。
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農林水産省では、農林漁業体験を行う、教育ファー
ムをこれから始めようとする方、実施している方それ
ぞれに対して、より効果的な農林漁業体験を実践して
いただくために、「基礎から始める教育ファーム運営
の手引き」を取りまとめています。この手引きは、土
台づくり編、体験の進め方編で、企画・運営の立ち上
げから農林漁業体験・食体験の手順、事後評価までを、
知識編では、より効果的な体験活動を行っていただく
ために参考となる基礎知識を掲載しています。体験活
動の実施にあたり、更に勉強したい方はこちらも併せ
てお読みください。

（３）  体験活動

地域の食材に関する農林漁業体験、地域の郷土料理や伝統料理に関する調理体験や食体験などの

体験活動は、食文化への関心や理解を深める上で効果的です。また、体験活動の内容は、第 2章の

２－３（13 ～ 23 ページ）で解説した地域の特徴と組み合わせ、ストーリー性を持たせることによっ

て、地域の土壌風土への理解を深めることが出来ます。

１  効果が高い体験プログラムを提供する

体験活動では、対象者のニーズを分析して、誰に、何を、どこで、いつ、どのように体験してもら

うかを考えることから始めましょう。

例えば「誰に」という観点からは参加者の興味や理解のレベルに応じて、活動の内容をアレンジす

ることで、参加者の意欲と理解度を高めることができます。年中行事や季節に応じた体験活動プログ

ラムとすることや、対象者が参加しやすい日時とすることも重要です。

２  フードチェーンを学ぶ

地域の食材の播種、栽培、収穫を学ぶ農業体験、郷土料理や伝統料理の調理体験、そしてこれらの

食体験を併せて行うことが最も効果的な食育となります。



第
四
章

活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に

31

第
三
章　

具
体
的
な
取
組
の
方
法

第
一
章

保
護
・
継
承
の
活
動
主
体
、
関
係
者
と
の
連
携

第
二
章

地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
と
は

26.  平成 24 年度農林水産祭（むらづくり部門）内閣総理大臣賞受賞『NPO法人とうもんの会』資料、魅力発見 !! と
　　うもんの恵み『食』編、『暮らし』編、平成 25 年度食育白書　事例　伝統的な「さしすせそ」で地域の食体験（NPO
　　法人とうもんの会）

事例 ①

十勝郷土料理研究会では、単に「美味しいもの」を食べる
のではなく、食文化についてもきちんと学ぶという考えに基
づき活動しています。食材や料理の知識と調理の体験だけで
はなく、料理教室で取り上げる料理や食材をテーマにした食
文化、歴史、地理をあわせて「お料理の社会科」という位置
付けで、子どもたちが興味を持ってくれるように食材の来歴
や、さけや牛など食材となる生き物の生態や特徴など物語性
を意識した教材を作成して教えています。このほか、食育の
重要な要素を楽しみながら覚えてもらうための「食育カルタ」
を自主制作したりするなど、対象者である子どもたちの目線
を意識したプログラムとしています。 「食育カルタ」を使った食育の様子

提供：十勝郷土料理研究会

事例 ②

鹿児島県では食育の支援として、生産活動体験、出前授業、施設見学、調理・加工体験に係る各種
情報提供を実施しています。これらの取組を支援できる方々をとりまとめた「食育支援リスト」を、
県の各地域振興局など 7カ所（離島 2カ所含む）が作成し、学校などに配布しています。

事例 ③

静岡県掛川市のNPO法人とうもんの会では、昔ながらの方
法で、地元で製造されている料理の基本的調味料「さしすせ
そ」（砂糖、塩、酢、醤油、味噌）や地場産品を活用して作ら
れた伝統食や行事食などを冊子にまとめ、情報発信すること
に加え、伝統的な祭りをはじめ地域に残る様々な行事や行事
食を伝えるため、地域女性の指導による伝統ある糀を使った
味噌作りやおせち作り、地場産大豆を使った豆腐作りなどの
加工体験のほか、正月飾りなどのわら細工体験活動などを行っ
ています。行事の行い方やなぜそれを行うのか、行事食の意
味など、先人達の知恵を受け継ぎ、伝えることにより、食文
化の継承・定着に取り組んでいます ²⁶。 しめ飾り作り講座の様子

提供：NPO法人とうもんの会
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（４） 商材化

地域の食文化を活用して観光、産業、文化を一体的に発展させようとする動きが各地に広がってお

り、地域の食材や伝統的な郷土料理の発掘・活用、これらを通じた特産品化など、商材化に取り組む

例もあります。

なお、ユネスコは、無形文化遺産登録を商業的に濫用することを禁じています。個別の食材や料理

などが無形文化遺産に登録されたと誤解を受けるような表示・広告などは控えるとともに、地域の食

文化の優れた特徴や良さを損なうことが無いように留意する必要があります。

１  販路を確保し、トラブルに備えた管理をする

商材化をするにあたって、販売できる場所や、買ってくれる人がなくては、せっかく商材化しても

継続的な活動とすることはできません。買った方がもう一度食べたい、作ってみたいと思えるような

工夫をしましょう。より多くの人に地域の食文化を体験してもらい、広く普及させるためには、飲食

店や直売所といった、集客力の高い場所での提供が効果的です。

また、収支の管理や、品質の管理について予め組織で方針を考えておくと、予期せぬトラブルに備

えることができます。

２  他産業との連携・協力をする

食文化の保護・継承を食品産業の事業活動として取り入れる試みは、食文化の保護・発展とともに、

地域の食品産業の活性化の可能性を広げることにつながります。第１章で紹介した、各関係者の特徴

を踏まえ、上手く連携・協力をすることで効果的な取組としましょう。

農林水産省では、地域の食文化を未来に伝えるため、地域住民や食の関係者、行政などが
一体となって取り組んでいる国内外の事例から、食を活用した地域活性化に取り組むに当たっ
てのヒントをとりまとめた、「日本食文化ナビ」を作成しています。
具体的な地域発信の商材を考えている、地域の行政の方、集落のリーダー、6次産業化に

取り組む農業者の方、商工会の方などを対象として、これから取組を始める方、地元で何か
誇れるものを得たいと考えている方、壁に突き当たって何かヒントがほしいと思っている方
などにご利用いただける内容となっております。上のポイント以外にも参考となる情報が掲
載されているので、更に勉強したい方はこちらも併せてお読みください。
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 （５） 情報発信

食文化の保護・継承活動の成果をネット情報化や冊子化することで、多くの人と共有することが容

易になります。また、その際は、第２章で述べたとおり、食文化を構成する様々な要素と併せて地域

の伝統的な食文化として記載するようにしましょう。なるべく多数の人に呼び掛けるためには、多様

なツールを用い、また、どのような方に周知したいのかを具体的にイメージして効果的な広報活動を

しましょう。

１  団体が管理するホームページなどから情報を発信する

ご自身の団体が管理する媒体での広報活動から始まります。媒体はホームページ、会報、報告書、

著書など様々あります。ご自身の活動の報告、イベントへの参加者募集はもちろんですが、食文化を

保護・継承する上では、調査の結果として伝統食材、調理情報、食べ方を掲載することも必要なこと

です。

２  マスメディアを通じて情報を発信する

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、地域の広報誌などで、より広範囲での広報活動です。これらの媒体

は食文化にあまり関心がなかった層、今まで知らなかった層の目や耳に触れることになります。

事例 ①

NPO 法人奈良の食文化研究会では、月に 1回奈良新聞に会
員による聞き取り調査の結果や、研究成果、活動内容の紹介
などを掲載しています。2007 年には、新聞に掲載した 8年分
の記事をまとめ、書籍『出会い大和の味』として発行しました。
また、県内のＮＰＯ法人が集まる会合で、活動内容の講和を
したことがきっかけで、平成23年から平成25年までの2年間、
地方のＦＭ局で月 1回、新聞に掲載した内容を紹介するラジ
オ番組を持ち、執筆した会員が出演し、活動内容を広く広報
しました。また、年に 1回食に関するイベント「出会い大和
の味フェアー」を開催し、多くの人の関心を集めるとともに、
「吉野の森の鹿による食害とジビエ鹿肉料理の普及事業」、奈
良の特徴である「きな粉雑煮のアピール」、春日大社との連携

で「うどんの原型、
はくたく

飥の再現」などの関心を集める事業に
取り組むことにより、テレビ局などの取材も増えています。

出会い大和の味フェアーの様子

提供：NPO法人奈良の食文化研究会

事例 ②

食のまちづくりを進めている小浜市は、市民に食に関する正しい知識を身につけてもらおうと、健
康のために相応しい食べ物を選び抜く力「選食力」や、食文化、マナーや道徳なども含めた食全般に
関する正しい知識や情報を引き出し実践できる力「フードリテラシー」を持つための指針として、小
浜独自の「元気食生活実践ガイド」（冊子版、ダイジェスト版）を平成 24 年に作成しました。食に対
する考え方をまとめたことで、市民一人一人が食に対する考え方を認識・共有できるようにしていま
す。加えて、年中行事とのかかわりのある食材・料理や冠婚葬祭時の料理が失われていくという危機
意識により、平成 24 年に地域の伝統行事を映像として残しました。現在は、映像記録のほか、聞き
取り調査の結果も保存し、これらを食育・食文化ツーリズムに活用しています。
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３－２　活動主体の運営

（１） 人材育成

組織内で、指導者不足や指導内容のばらつき、後継者不足という課題はありませんか。せっかく立

ち上げた活動も、次世代を担う人材がいないという理由で、継続が困難とならないように、長期的な

視点をもって、指導者や後継者の育成に取り組みましょう。

１  メンバーのモチベーションを維持・向上する

効果的な活動を行う上では、職員やスタッフがやりがいを持って取り組める環境や仕組みづくりが

必要です。食文化の保護・継承活動の意義や目的を共有し、研修などを通じた調理技術や知識の向上

などのスキルアップ、組織内の活動やイベントでの明確な役割分担、参加者の反応の共有などにより

活動の拡大を目指すモチベーションの維持と向上ができる工夫をしましょう。

２  外部の方との連携・協力

広く活動内容やそれに伴う技術を広げるためには、管理栄養士や調理師など、活動に携わる指導者

となりうる、外部の方々を組織に取り込むことは、組織内の意識や知識の向上に繋がり、効果的です。

３  次世代のリーダーの育成

現在は職員やスタッフが充実していて、指導力のあるリーダーがいたとしても、活動を次世代に継

承するためには、リーダーの後継者を育てることも重要です。リーダーは、次世代のリーダーの育成

に向けて、組織外の人の活用も含め、計画的に後継者を育成しましょう。

事例 ①

千葉伝統郷土料理研究会がその活動を継続してきた大きな要因は、主軸の取組である太巻き祭りず
し以外でも、食文化や食育に通じる活動に積極的に参加してきた、ということがあげられます。大学
や、福祉施設での活動、それら一つ一つでネットワークを構築したことで、その活動を引き継ぎたい
と考える人が増えました。その結果、千葉伝統郷土料理研究会は外部との連携が円滑に進められてお
り、会員となる人も安定的にいるのです。
また、積極的な会員にはできる限りの技術や知見を引継ぎ、重要な役割や仕事を与えることで、全

体のモチベーションが高められています。現在、会員 110 名のうち、外部への講師として活動してい
る会員は約 30 名にものぼります。研究会の定例研修会ではこの講師として活動している会員が、順
に研修会の講師役を務めています。人に教えることは自分の勉強としており、全体の底上げに繋がっ
ています。
また、組織内の人材育成の観点から、研究会の仕事は会員に分け隔てなく振り分けるようにしてい

ます。役割があると、自分の仕事として自主性が芽生えてくるためです。
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（２） 資金の確保

効果的な取組を継続的に遂行するためには、資金が必要です。活動に必要な物品の購入費、人件費、

活動場所の賃料などがこれに該当します。さらに、活動を発展するためには施設・設備の新規調達や、

活動を展開するための新規の取組が必要となります。

１  コストを意識し、コストを削減する

コスト意識は大変重要です。体験活動で仮に参加者から会費を徴収するとします。その料金設定に

あたっては、例えば、体験の実施に必要な資材費、講師謝金、圃場借料などの直接経費のほかに、団

体を維持運営するための間接経費を計上する、というようにコスト計算をしてみましょう。組織を維

持、運営するための費用を計算することは忘れがちですが、これらを計算に含めないことで、結局、

活動自体の運営が困難になってしまうこともあります。

コスト削減に関しては活動の収支を確認し、不要な支出はないか、削減できる工夫ができないかを

考えます。

具体例１　宣伝費の削減

体験活動の宣伝費を抑えるために、公共の施設や学校など多くの人が集まる場所で活動をするとい
う手段が考えられます。特に活動を開始したばかりで、あまり認知されていない場合は特に有効です。
同様に、リピーターを増やす工夫をするというのも、宣伝費を抑えるための手段と言えるでしょう。

具体例２　教材や施設・設備費の削減

活動に既存のものを活用するのも代表的なコスト削減の方法です。多くの地方自治体で、食育で使
える教材を準備しています。地域の食文化を反映したオリジナルの食事バランスガイド、地域の伝統
料理のレシピ集、食育の参考書など、様々あるので、出費が発生する前に探してみましょう。既存の
施設の活用や物品の再利用、類似の活動を行っている他の組織と連携して活動を行うことも、コスト
削減につながることが期待されます。
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２  継続的な資金確保の手段を見つける

資金の調達の方法にはいくつかあります。参加費の他、企業などからの協賛金、行政からの補助金、

会費などの自主財源などがありますが、活動の目的と取組の性質に応じてこれらを組み合わせて資金

を確保します。代表的な資金確保のパターンをいくつか紹介します。

パターン１　行政の補助金などを活用する

新しく活動や取組を行う際、そして出版や行事のために単発的に経費が必要な場合は、行政の補助
金、民間団体からの助成などの活用を検討することができます。農林水産省や地方自治体に問い合わ
せたりするなど、適切な予算を探してみましょう。
補助金を受ける場合は、あなたの組織の収入のうち補助金が占める割合を意識しましょう。そして

現在補助金を受けないと継続が難しくなる取組はどれか、活動内容を整理して将来的に補助金がなく
ても取組が継続可能となるように計画しましょう。

パターン２　収益構造のある活動を実施する

取組や対象者によっては参加者からの徴収が困難なものもあるでしょう。そういった場合は、その
取組以外で、収益構造がある取組も併せて実施することは有効な方法です。例えば講演や料理教室で
の収益、収入源となる商品の開発などが考えられます。活動内の一つ一つの取組で考えるのではなく、
活動全体としての収支を考えることも可能です。

パターン３　会費で運営する

活動者の会費を収入として運営費に充てる、という選択肢もあります。これはメンバーが自分の活
動に投資をすることになるので、この場合、活動の方針の合意が前提となります。

事例 ①

NPO 法人霧島食育研究会では活動資金の多くを研究会の資
金で運営をすることに成功しました。行政からの補助金は活
動当初と比べ、少なくなっています。補助金でしかできない
こと（参加費を徴収しにくい活動や維持費にコストがかかる
農業体験活動）を明確にすることで、それ以外の活動を自律
的に実施する意識がうまれました。また、参加者に楽しんで
もらうことも重視するとともに、その時代の流れを汲んだキー
ワード（ナチュラルライフ、和食など）を取り入れたプログ
ラムとすることや、料金が高くてもより充実した体験活動を
求める参加者のニーズに対応したプログラムを企画すること
で、リピーターを増やして、参加者募集のための広報活動費
を削減しました。また、2013 年から始まった「かごしま郷土
料理マイスター養成講座」は認定というモチベーションとゴー
ルがあり、3年間で全 36 回予定のパッケージ化されたプログ
ラムなので、宣伝費が抑えられる上、この間、安定した収入
を得られることになるのです。

かごしま郷土料理マイスター

養成講座の様子

提供：NPO法人霧島食育研究会
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27.  平成 24 年度農林水産祭（むらづくり部門）内閣総理大臣賞受賞『NPO法人とうもんの会』資料

事例 ②

静岡県掛川市では、失われつつあった農業地域の風景や文
化を守るため平成 15 年から「田園空間整備事業」を実施し、
事業の一環として「とうもんの里総合案内所」を整備しました。
NPO法人とうもんの会では「とうもんの里総合案内所」の指
定管理者として施設を管理・運営するとともに、自身の活動
拠点として、体験講座や料理教室などを開催しています。
地域では、とうもんの会の呼び掛けに賛同する農家 300 人

以上が会員となって「とうもんの恵みを伝える会」を組織し
ています。そして、とうもんの里では、その会員が出荷する
朝採り市を毎週金・土・日の 3日間開催しており、年間の売
上額は約 4,000 万円に上っています ²⁷。売り上げのうち、収
入となる約 80 万円は、広報活動と、活動の目的である農村の
良さや役割を伝えるために赤字であっても継続すべきだと考
える事業に充てています。
また、食体験や農業体験などの講座は、1つの商品として

とらえ、年度当初に材料費、人件費、売り上げを試算した年
間計画に基づいて実施しています。人件費は前年度の売上か
ら一人当たりを算出しています。講座実施にかかる経費を考
慮し、会員が、あらかじめ担当する事業の収支計画を立てる
ことにより、コスト意識の共有を図っています。これらのコ
スト意識により、時には、採算が取れないと判断した講座は
中止を決定するなどして、とうもんの会の安定した運営を継
続しています。

上：朝採り市

下：料理講座

提供：NPO法人とうもんの会
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第４章
活動を継続させるために

４－１　実施内容の確認

取り組み始めた活動を継続的に実施し、より良いものにしていくには、定期的に実施内容を確認し、

必要に応じて見直していくことが必要です。

そのためには、

 ■　計画（Plan)

 ■　実施（Do)

 ■　検証・評価（Check）

 ■　改善（Act）

を一貫して行い、それを次の計画や取組に生かして改善するという考え方が必要となります。

これを、それぞれのプロセスの頭文字をとって、「PDCAサイクル」といいます。

食文化の保護・継承のための取組における PDCAサイクルの流れは、次の通りです。

保護・継承の
ための取組

PLAN DO

ACT CHECK

保護・継承の計画 

人材・課題・資金・手段の別に、どのよ

うに取り組むかの計画を立てます

課題を解決するための取組

人材・対象・資金・手段の別に、「CHECK」

で明らかとなった課題を改善します

保護・継承の取組 

取組を実施します

成果・課題の検討

人材・対象・資金・手段の別に、何が問

題になっているかを「効果測定」や「運

営主体の内部での意見交換」などで明ら

かにします
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皆さんが活動される中で、取組開始後、計画通りにならないことや、新たな課題が見つかることが

あります。そのような時は、取組における改善点がないか、確認してみましょう。

　

ここでは、運営中のよくある課題を、効果的な食育活動と活動主体の運営について分類して示して

います。現在の活動の状況に当てはめ、改善できる点がどこにあるのかを考えてみましょう。

● 効果的な食育活動について

チェック☑をしてみましょう

□  活動の発展のために、他の組織と連携・協力したい。
第１章（6ページ）へ

□  保護・継承の対象範囲を広げたい。
第３章の３－１の①調査研究（25ページ）へ

□  調査結果を活用したい。
第３章の３－１の①調査研究（25ページ）へ

□  食文化の情報を広く発信したい。
第３章の３－１の⑤情報発信（33ページ）へ

□  組織の活動内容を広く知ってもらいたい。
第３章の３－１の⑤情報発信（33ページ）へ

□  参加者やリピーターを増やしたい。
第３章の３－１の③体験活動（30ページ）、

第３章の３－２の②資金の確保＜具体例１＞（35ページ）へ

□  参加者の評価を知りたい。
第４章の４－２（41ページ）へ

 

□  参加者の興味や関心を高めたい。
第３章の３－１の②学校教育・給食（28ページ）、③体験活動（30ページ）へ

□  学校と連携して上手く活動を進めたい。
第３章の３－１の②学校教育・給食（28ページ）、③体験活動（30ページ）へ
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● 活動主体の運営について

チェック☑をしてみましょう

□  職員やスタッフのモチベーションを上げたい。
第３章の３－２の①人材育成（34ページ）へ

 
□  リーダーの後継者を育てたい。

第３章の３－２の①人材育成（34ページ）へ

 
□  赤字を出さずに活動したい。

第３章の３－２の②資金の確保（35ページ）へ

 
□  補助金などを活用したい。

第３章の３－２の②資金の確保（35ページ）へ

 
□  補助金などに頼らずに活動を継続したい。

第３章の３－２の②資金の確保（35ページ）へ
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４－２　取組の効果の測定

ここまでの取組をより効果的なものとするために、第３章で取り組んできたことが上手く進んでい

るか確認することが重要です。これは、PDCAサイクルの「CHECK」にあたります。

確認においては、計画時に設定した目標値の達成度の他、取組の進捗状況、効果の発現状況などを

分析することが必要です。これを、「取組の効果の測定」といいます。

効果の測定のポイントは、次のとおりです。

● 目標値に対する達成度の確認

食文化の保護・継承活動を実施するにあたって、計画の段階での目標値に対する実績値の割合や達

成度を検討します。実績値を把握するものとしては、次のようなものがあります。

 ○　取組の実施種類・回数

 ○　運営スタッフ・職員の数

 ○　取組への参加者数、リピーター数

 ○　活動資金

 ○　広報活動（広告・プレスリリースなど）の実施対象数、回数

効果の測定にあたって、上記のように数字で示せるものもありますが、そうでないものもあります。

数字で表せない効果は、次のように確認しましょう。

● 参加者に対するアンケートの実施

食文化の保護・継承に向けた取組を推進するためには、継続的に実施することが重要です。参加者

の感想・要望などを募り、取組の改善に向けた材料としましょう。

●  職員、スタッフで振り返りを行う

目的や参加対象に合った企画・内容であったか、また、準備・当日の進行で不手際がなかったかなど、

かかわったスタッフ全員で話し合い、参加者アンケート結果も踏まえ、取組の改善を検討しましょう。
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参加者へのアンケート例
「和食を作る」という実習を行う場合のアンケートの例を 43 ページに示しました。アンケートの

実施にあたっては、参加者の理解度や取組の改善点を把握できる内容にすることが重要です。アンケー

トを回収し、結果を分析する際には、選択肢段階的に点数をつけ、数値化すると評価がしやすくなり

ます。点数の配分は、重要な点はなにか、他の質問との重要度のバランスを考えて、決めるようにし

ましょう。
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[　　月　　日　和食をつくってみよう！ ]

名前　　　　　　　　　　　　　

 １．今日の実習はどうでしたか？

  ・　良く理解できた
  ・　理解できた
  ・　あまり理解できなかった
  ・　理解できなかった
  ・　どちらでもない

 ２．理解できた点はどのようなことですか。

  ・　食材（地域の伝統食材や調味料）
  ・　調理（献立やレシピ、調理法や調理道具）
  ・　食べ方（作法、食器やしつらえ、祭りや伝統行事などの風習や精神、
   　　自然環境や地理・歴史的背景）
  ・　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ３．理解できなかった点はどのようなことですか。

  ・　食材（地域の伝統食材や調味料）
  ・　調理（献立やレシピ、調理法や調理道具）
  ・　食べ方（作法、食器やしつらえ、祭りや伝統行事などの風習や精神、
   　　自然環境や地理・歴史的背景）
  ・　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ４．今日の実習でできるようになったことは何ですか？

  ・　食材（地域の伝統食材や調味料）を選べるようになった
  ・　食材（地域の伝統食材や調味料）を使えるようになった
  ・　実習で体験した献立やレシピ、調理法が身についた
  ・　実習で使った調理道具を使いこなせるようになった
  ・　食べ方（作法、食器やしつらえ、祭りや伝統行事などの風習や精神、
  　　自然環境や地理・歴史的背景）を説明できるようになった

 ５．和食に対する関心は増えましたか？

  ・　増えた
  ・　変わらない
  ・　関心が低くなった

 ６．次にどんなことをしてみたいですか？

 ７．その他 ( 感想・疑問・質問でもご自由にお書きください )

回答ありがとうございました。この内容は今後の活動に活かしていきます。
後日お送りいただく方はこちらへ→ FAX：＿＿＿―＿＿＿―＿＿＿＿
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参考情報

１．日本の食文化についてもっと詳しく知りたい

概要 連絡先

シンポジウム・イベントなどの
情報

農林水産省が主催した日本食文化のシンポジ
ウムでの講演内容やパネルディスカッション
の内容が掲載されています。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/keikaku/
syokubunka/event.html

和食ガイドブック
日本食文化テキスト

平成 25 年度に農林水産省が作成した「和食」
を解説するガイドブックと、テキスト。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/keikaku/
syokubunka/culture/index.html

郷土料理百選 平成 19 年度、農林水産省が全国各地の農山
漁村で受け継がれ、国民的に支持される伝統
料理を「郷土料理百選」として認定。

郷土料理百選ＨＰ
http://www.rdpc.or.jp/kyoudoryouri100/

日本食文化ナビ 地域の食文化を活用して地域活性化に取り組
もうとする方のための冊子。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/keikaku/
syokubunka/vitalization/index.html

食文化学習ツール
「私たちの食文化ってどんなも
の？」

子どもたちが日常的な食事や地域の行事食な
どについてワークシートに書き込み、学習す
るためのツール。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/keikaku/
syokubunka/syokuiku/index.html

子どもの食育 食について学ぶために提供されている子ども
向けのサイト。地域の伝統料理について学習
ページも設けられています。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/syokuiku/
kodomo_navi/index.html

食生活、農林漁業体験に関する
調査・データ

農林水産省や、内閣府などによる、食生活、
農林漁業体験に関する調査・データが掲載さ
れています。
例）食生活、農林漁業体験に関する調査、「食
事バランスガイド」認知・参考度に関する調
査、食育に関する意識調査　など

農林水産省  消費・安全局消費者情報官
代表：03-3502-8111（内線 4601）
ダイヤルイン：03-3502-5723
FAX：03-5512-2293
http://www.maff .go.jp/j/syokuiku/jissen-
datesyu.html

食事バランスガイド
バランスガイド解説書
バランスガイド活用マニュアル

「食事バランスガイド」を用いた食育教材へ
のリンク集。子ども向け、親子向け、若者向
けなど、世代に応じた解説と、活用術が掲載
されています。

農林水産省ＨＰ
http://www.maff .go.jp/j/syokuiku/jissen-
kyouzai.html

日本のごはんをおいしくするサ
イト「こくさん」

国産農林水産物の消費拡大を目指す「フード・
アクション・ニッポン」のスペシャルサイト
として、国産食材の旬情報や、おすすめレシ
ピの他に、全国各地の「今の旬」がひと目で
分かる地図を公開している

http://kokusan.syokuryo.jp/

公益財団法人　味の素食の文化
センター

「食」を学問・文化として考察し、その成果
を広く社会に発信することを通じて食文化の
発展を図ろうとしている組織です。誰でも無
料で利用できる「食の文化ライブラリー」は、
味の素食の文化センターが 1989 年以来収集
してきた食文化やその周辺分野の書籍、雑誌
などを所蔵する食の専門図書館もあります。

http://www.syokubunka.or.jp/

http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/event.html
http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/culture/index.html
http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/vitalization/index.html
http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/syokuiku/index.html
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/index.html
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/jissen-datesyu.html
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/jissen-kyouzai.html
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キッコーマン国際食文化研究セ
ンター

「発酵調味料・しょうゆ」を基本とした文化
社会面からの歴史的研究、食に関する情報の
収集や公開などを主なテーマとして活動し、
「食文化の国際交流」を推進している。セミ
ナー、公開展示、刊行物、図書館など、様々
な方法で情報が収集できる。

http://www.kikkoman.co.jp/kiifc/

博物館など 国立民族学博物館や、地域の郷土資料館・歴
史博物館には歴史的な文献や資料が揃ってい
ます。

※詳しくは、各館へお問い合わせください。
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２．協力者を求めたい

概要 連絡先

地方農政局 生産や消費者の現場により近い国の機関とし
て地域の実情にあった各般の施策を実施して
います。

東北農政局
関東農政局
北陸農政局
東海農政局
近畿農政局
中国四国農政局
九州農政局
※農政局によって担当課の名称が異なります。
詳しくは、各農政局へお問い合わせください。

都道府県、市町村の関
係各課

都道府県や市町村によっては、食文化の保護・
継承活動を実施している関係者の連絡先をリ
スト化していることがあります。

（都道府県）
農業関係部局、健康福祉関係部局、教育委員会
（市町村）
農業関係部局、健康福祉関係部局、観光、文化
振興関係部局、教育委員会事務局
※都道府県、市町村によって課の名称が異なり
ます。詳しくは、各市町村、都道府県へお問い
合わせください。

農村生活マイスター 関東農政局が実施している農村女性の認定制度。 関東農政局

食生活改善推進協議会
（財）日本食生活協会

全国的な組織。各都道府県に協議会が設置さ
れているため、最寄りの協議会へ問い合わせ
てください。

（財）日本食生活協会
TEL：03-6268-9152
FAX：03-6268-9153

生活改善グループ 市町村域で活動しているグループです。地域
によっては活動のない場合もありますので、
各市町村に問い合わせてください。

市町村農政課など

一般社団法人和食文化
国民会議

「和食」のユネスコ登録に際してその保護・継
承に責任を持つこととされた民間組織。日本
の食を支える生産者、料理人、食品メーカー、
郷土料理保存会、食育団体、研究者などが会
員として参加しています。

MAIL：info@washokujapan.jp
TEL：03-5226-9953
http://washokujapan.jp/contact/

大学、研究機関 栄養学、民俗学、歴史学、食文化などに関する
専門的な情報や専門家の協力が期待できます。

※詳しくは、地域の大学へ直接お問い合わせく
ださい。
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３．活動資金について相談したい

概要 連絡先

地方農政局 生産や消費者の現場により近い国の機関として地域の
実情にあった各般の施策を実施しています。

東北農政局
関東農政局
北陸農政局
東海農政局
近畿農政局
中国四国農政局
九州農政局
※農政局によって担当課の名称が異なりま
す。詳しくは、各農政局へお問い合わせく
ださい。

都道府県、市町村の
関係各課

都道府県や市町村の施策によっては、農業分野に限ら
ず、様々なアプローチから予算を確保することが出来
る可能性があります。

（都道府県）
農業関係部局、健康福祉関係部局
（市町村）
農業関係部局、健康福祉関係部局、観光、
文化振興関係部局、教育委員会事務局
※都道府県、市町村によって課の名称が異
なります。詳しくは、各市町村、都道府県
へお問い合わせください。

民間団体 公益財団法人、一般財団法人など民間団体が助成を
行っている場合があります。

※詳しくは、助成を行っている団体へお問
い合わせください。

　



48

ご協力いただいた調査先
調査先 十勝郷土料理研究会

活動地域 北海道 十勝

活動開始年 平成 14年

調査先 おいしい山形の食と文化を考える会

活動地域 山形県

活動開始年 平成 17年

調査先 山形県

活動地域 山形県

活動開始年 ―

調査先 千葉伝統郷土料理研究会

活動地域 千葉県

活動開始年 昭和 57年

調査先 小浜市

活動地域 福井県 小浜市

活動開始年 ―

調査先 飯綱町食育推進グループ「だんどりの会」

活動地域 長野県 飯綱町

活動開始年 平成 19年

調査先 飯綱町

活動地域 飯綱町

活動開始年 ―

調査先 NPO法人とうもんの会

活動地域 静岡県 掛川市

活動開始年 平成 18年

調査先 滋賀の食事文化研究会

活動地域 滋賀県

活動開始年 平成 3年

調査先 NPO法人奈良の食文化研究会

活動地域 奈良県

活動開始年 平成 8年
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調査先 高知県

活動地域 高知県

活動開始年 平成 17年

調査先 NPO法人霧島食育研究会

活動地域 鹿児島県 霧島市

活動開始年 平成 16年

調査先 鹿児島県

活動地域 鹿児島県

活動開始年 ー
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検討委員

  一瀬　裕一郎 

  （株式会社農林中金総合研究所　基礎研究部　主事研究員）

 

  江原　絢子 

  （東京家政学院大学　名誉教授）

 

  上岡　美保 

  （東京農業大学　国際食料情報学部　准教授）

 

  姜　明子 

  （株式会社オレンジページ　常務取締役）

 

  香髙　重美 

  （一般社団法人共同通信社　編集局ニュースセンター　整理部委員・部次長）

 

  武見　ゆかり 

  （女子栄養大学大学院　教授）

 

  中澤　弥子 

  （長野県短期大学　生活科学科　教授） 

  中嶋　康博【座長】 

  （東京大学大学院　農学生命科学研究科　教授）

  奈須　正裕 

  （上智大学　総合人間科学部　教授）

  松本　謙 

  （株式会社ファーマーズ・フォレスト　代表取締役社長）

（五十音順・敬称略）
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